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１ 事業概要 

本事業のねらいは、学習状況の把握を基に授業改善を実践し、「教科における言語活動の

充実を基盤として基礎的・基本的な知識・技能の習得を図るとともに、思考力・判断力・

表現力及び自ら学ぶ意欲や態度を育てる指導」の成果を普及することである。 

高等学校情報科においては、情報活用能力を育むため、特に「情報の科学的な理解」を

促進する指導内容の充実を目指して授業改善を進めてきた。 

改訂された学習指導要領の趣旨を実現するため、主体的・対話的で深い学びの実現を図

るために「アクティブ・ラーニング」の視点から授業改善に取り組んでいる。 

 

 
令和４年度 学力向上総合推進事業 

 

情報科授業力向上推進プロジェクト実施要項 
 
１ 目  的 
   共通教科情報科及び専門教科情報科の担当教員が相互連携を図りながら、ＩＣＴ等

を活用した効果的な授業形態について教材開発を含めた実践研究をする。 
 
２ 主  催  岐阜県教育委員会（学校支援課） 
 
３ 実施概要 
 (1) 学力向上プロジェクトや学力向上推進事業で過去に研究してきた成果を踏まえな

がら、情報の科学的な理解を促進するとともに、主体的・対話的で深い学びの実現を
図る授業の構築を行う。また、評価規準に基づいた授業評価を行い、生徒の健全な情
報活用能力の育成を図る。 

  (2) 研究成果をホームページ上で公開し、県内各高等学校への普及を図る。 
 
４ 実施方法 
   県立高等学校の教員２名により「授業力向上推進プロジェクト委員会」を組織し、

意見交流を図りながら、指導主事の指導助言を受けて授業実践研究を行う。 
 
５ 実施日程 
 

５月  授業改善委員の任命 
 

６月８日 
【第１回委員会】 
 事業説明と研究の方向性についての協議 

６月～１１月  勤務校における研究計画の作成 

９月１４日 
【第２回委員会】 
 各委員の研究計画の確認 

１１月～１月 勤務校における実践研究 

１１月３０日 
【第３回委員会】 
 各委員の実践内容の確認 

１２月１４日 
【第４回委員会】 
 研究授業、授業研究会 

１月１７日 
【第５回委員会】 
研究授業、授業研究会 
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２ 実践報告 

授業力向上推進プロジェクト委員による情報科における主体的・対話的で深い学びの

実現を目指し、「情報Ⅰ」において、全ての生徒が学ぶことになった「プログラミング」

と専門教科情報科に新設された「情報セキュリティ」の具体的な授業実践報告を記載す

る。 

 
（１）岐阜県立大垣南高等学校における実践事例 
 

１ 概要とねらい 

 学習指導要領の改訂により、共通教科情報科においてもプログラミングの単元が必修に

なった。また、令和７年度から大学入学共通テストに「情報 I」が加わり、普通科の学校

においても、大学入学共通テストを意識した指導が必要になる。今までに、大学入試セン

ターからサンプル問題が２回公開され、どちらの問題でも大問としてプログラミングが出

題されている。この研究では、大学入学共通テストを意識したプログラミングの授業を実

践した。 

 

２ 研究計画 

１０月下旬 研究計画の作成、教材研究 

１２月   授業実践 

２月下旬 研究のまとめ 

 

 授業計画ではプログラムを解くにはどのような能力が必要なのかを中心に考え授業を組

み立てた。日常生活の中でプログラミングのコーディングに触れる機会が少ない生徒にと

って、効率的なアルゴリズムを検討したり、実際にコードを自らの手で書き、動作させる

体験をさせることが大切であると考えた。プログラムの問題を解く前に、プログラムとい

うのはどのようなことができるのかを実際に体験し、イメージできるように基礎学習とじ

ゃんけんプログラムを計画した。実習で得られた基礎知識を応用へとつなげられるように

DNCL言語へ取り組めるように計画した。 

 

３ 実践内容 

（１）プログラミングの基礎学習（プログラム言語：Python ３時間） 

  特定非営利活動法人みんなのコードが無償で提供しているプログル情報を使って

学習活動を行った。事前に教員がユーザＩＤと仮パスワードを作成し生徒にＩＤパス

ワードでログインさせてパスワード変更を行うところから始め、定番の HelloWorld

から、計算、変数、四則演算、繰り返し、配列、乱数、条件分岐などプログル情報の

レッスン１の教材を使って学習した。実践の中で大切にしたことは、従来の文法あり

きで実習を進めるのではなく、課題に対して必要になるからその表現として学ぶとい

うスタイルをできるだけ行った。プログル情報では生徒が記述したプログラムを手元

で集約できるので、個々に応じた対応ができた。プログラムというと真っ黒の画面に

ひたすら文字を入力するという印象があるが、プログル情報の画面は文字だけではな

く、イラスト等でわかりやすい。また入力が苦手な生徒もスクラッチのようなブロッ

クを当てはめていく入力の仕方もできるため、中学校で学習してきた技術を活用でき

る可能性がある。また、学校でも自宅でも同じ環境でできるため、欠席した生徒も自

宅で履修できる環境が作れるメリットがある。 
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（２）じゃんけんプログラミング（プログラム言語：Python ３時間） 

プログラミングの基礎で一通り学習した知識を応用させるため、じゃんけんのプロ

グラムを完成させるという課題に取り組ませた。１時間目では条件分岐を用いて自分

とコンピュータのすべてのじゃんけんのパターン（９通り）の条件式を作らせた。そ

の過程で、「もっと簡単にできないのかな」「たくさん入力して大変」と生徒が感じ

た部分を次の時間につなげた。２時間目では出力される結果から何か法則性が無いか

を検討し、数式を用いることでパターンを３通りまで減らすことができた。３時間目

ではこのじゃんけんプログラミングを改良していくことを行った。今回はわざと負け

てくれるじゃんけんへ改良していった。一つのプログラムを作り、改良やアイディア

でブラッシュアップした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）非言語の表現方法（プログラム言語：DNCL ２時間） 

大学入学共通テストでは紙に書かれたプログラム問題を読み理解して答える必要

がある。そこで生徒は Unplugged Programming（電気を使わないプログラミング）を

学ぶ必要がある。そのためにはベースとなる基礎力が必要になるため、（１）（２）

の Python でのプログラミング経験をベースに大学入学共通テストで用いられている

DNCL へ移行を行った。１時間目では DNCL の表記の仕方を学ばせた。DNCL と Python

では共通点も多く表記に関しても素直に取り組めるような内容だった。２時間目では

実際に DNCL の問題とし

て、ソートプログラムに

取り組ませた。ソートを

行う際に実際にカード

に書いた数値を大きい

順に並び替え、図を使い

パターンからアルゴリ

ズムへシフトしていき、

DNCL のプログラムに置

き換えていった。 

Pythonと DNCLの表記を比べながら学んだ教材 

計算の余りを用いることで 

条件分岐が大幅に減ったプログラム 
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４ 成果と課題 

 今回は大学入学共通テストを見据えた DNCL プログラミングの技術を身につけるために

Python を使って実機でプログラミングを体験してから DNCLへ移行した。DNCL は疑似言語

であるため、コードの実行結果を頭の中でイメージするだけでは実感が沸かない。Python

言語でコードを記述し、実際にコンピュータ上で処理を実行させることで、実感をもって

理解することができる。従来の指導法では構文中心の内容になりがちになり、時間も多く

必要とするが、今回は課題を解決していく中で必要となる使い方を学ぶスタイルにしたこ

とで、生徒が主体的になり活発な授業展開になった。今回の計画では基礎とプログラムを

実際に制作する時間を６時間とかなり少なく設計した。ゆっくり展開するのであれば、１

０時間程が妥当だと思われる。当初は様々な例題も考えたが、授業を行っていくうちに生

徒の中でプログラムに興味をもち自主的に課題を進められる生徒と、正解例を待つ受け身

の生徒との差が出始めたため実習の時間を調整して対応した。学校の状況などで実習の時

間と紙で解く時間の配分は考えなくてはいけないと感じた。 

  授業を実践してみて、生徒の理解度を徐々に積み上げていくことが大切であると改め

て感じた。今回は法則を見つけてホワイトボードでおさらいしてプログラムの穴埋めをす

ることを想定していたが、実際にはプログラムの穴埋めでは手が止まる生徒が大勢いた。

これは思考のプロセスを考えた時に、ステップを大きく飛ばしてしまったことにあるもの

だと考え、その後授業では、フォローアップするために交換する事例を同じにすることや、

プログラムに説明を加えるなど、スモールステップで学べるように教材を改良した。生徒

の実態に合わせて教材を改良することで生徒の理解度が高まると感じた。 

 今後の課題として、効率的なアルゴリズムを検討したり、処理の内容をイメージするこ

とができるようになるためには、トレースの作業が大切と考えている。今回の研究実践で

はトレースを実践するための時間が確保できなかった。今後は、トレース表の書き方など、

具体的な手法についても取り組んでいきたい。 

 

５ 参考 

生徒のプリント１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改良前のプリント 

入れ替えの所に着目できるように

できるだけシンプルに作成した 

改良後のプリント 

例題やプログラムと同じ数字

や配列を使って解説した。ま

たできるだけ、配列名など細

かく説明を入れた 
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生徒プリント２ 

 

 

（２）岐阜県立大垣商業高等学校における実践事例  

 

１ 概要とねらい 

学習指導要領の改訂により専門教科情報科に新設された「情報セキュリティ」について

研究することとした。さまざまな重要情報を扱う職場では、情報セキュリティ対策は不可

欠といえる。しかし、セキュリティ対策と仕事の効率のバランスをどう調整するかは難し

い問題である。ネットワークセキュリティなどは分かりやすい例で、強すぎるセキュリテ

ィに、以前と比べ仕事のやりにくさを感じでいる方も多いのではないだろうか。この種の

問題は、セキュリティが存在する全てのレイヤーで起こりうると思われる。今回は、施設

の入退室管理におけるセキュリティエリアとセキュリティレベルを題材に、利用者と管理

者の視点で、施設の利用や仕事のしやすさと、セキュリティ対策をどう図るかのバランス

について生徒に考えさせる内容とした。 

改良前のプリント 

データはアルゴリズムを確認

した数値と異なる 

改良後のプリント 

データはアルゴリズムと統一

した。またコメントなども増

やした 
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２ 研究計画 

８月～１１月  教材研究・作成 

１２月上旬    学習指導案の作成 

１２月中旬～１月 授業実践 

２月      研究のまとめ 

 

ビジネス情報科２年生システム系選択者１４名を対象に、学校設定科目の「情報セキュ

リティ」（２単位）で実施した。この生徒たちは、他に「情報テクノロジー」（４単位）

も履修している。開始時期が１２月と時間の無い中での授業実践となったが、暗号化技術

など、テクノロジー系で補える内容は「情報テクノロジー」内で行った。 

また、今回は外部の専門家を招き、より実践的な内容になることを心掛けた。授業連携

にあたり、岐阜県警サイバー犯罪対策課、情報科学芸術大学院大学、コンピュータ応用技

術研究開発アルストピアの皆様にご協力頂いた。それぞれ、専門家の立場から講義、助言

を頂いた。 

 

３ 実践内容 

（１）設備に関わるセキュリティ管理（２時間） 

企業のホームページなどを利用し、企業の施設管理について、特にセキュリティエ

リアとセキュリティレベルの必要性について説明した。併せて、近年の施設デザイン

を提示し、仕事に集中できる働きやすい職場環境とは何かを考えさせた。 

 

（２）企業における情報セキュリティ対策（１時間） 

岐阜県警サイバー犯罪対策課より外部講師を招いて、企業における情報セキュリテ

ィ対策について学んだ。就労体験のない生徒にとって、職場における情報資産の管理

や、施設設備のセキュリティについて、具体的な事例を交えて知ることのできるよい

機会となった。 

 

（３）作品制作（１時間） 

施設におけるセキュリティと、働きやすさのバランスを意識したフロアデザインを

課題とした。また、企業のホームページ等から図面のサンプルを提示した。その後、

作図ソフトの利用方法を説明し、練習としてシンプルなオフィスの間取りを個人で作

成させた。 

 

（４）作品制作（４時間） 

この時間から作図ソフトを使い、課題であるオフィスのフロア設計に入った。２～

３人でグループを組み、施設のゾーニングとセキュリティレベルの設定を表にまとめ

させた。その際に、なぜそのセキュリティレベルに設定したのか表内に根拠を書くこ

とを指示した。表が完成したグループから教員のチェックを受け作図に入った。今回

利用した作図ソフトは、平面図をもとに３D ウォークスルーもできるため、３D 画面

で、利用者の導線と、セキュリティとのバランスについて見落としがないか確認させ

た。 

サンプルを示したため似通ったものが多くなるかと思われたが、事前にいくつかの

条件を設けたこともあり、様々なフロアデザインの作品が提出された。 

 

（５）外部講師による評価（１時間） 
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制作した作品について外部講師からの助言を頂いた。セキュリティレベルの根拠を

補強する点や、発表会へ向けて、初めて見る人にも分かるようにポイントを絞ること

を指摘された。また、最新の情報セキュリティ技術についての講義を受けた。 

 

（６）作品制作②（１時間） 

前回の外部講師からの指摘をもとに作品の改善を図った。 

 

（７）相互評価（２時間） 

課題を発表し、生徒間でルーブリック評価を行った。また、２名の外部講師からコ

メントも頂いた。この生徒たちは、これまで人前で発表する機会がなかったこともあ

り、全体にたどたどしい感じとなったが、事前に外部講師より発表についてのアドバ

イスを頂いたこともあり、必要なポイントを押さえた説明をすることができた。 

全グループの発表が終わった後、相互評価したルーブリック評価表、外部講師から

の助言を参考に作品の修正作業を行った。 

 

 

【セキュリティレベル設定表】 

 

 

 

 

【フロア設計の平面図】 
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【フロアの３D モデル】 

  

 

【ルーブリック評価表】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と課題 

 今回は、ゾーニングとセキュリティレベルを扱い、職場におけるセキュリティと働きや

すさのバランスを考えることをテーマとした。建物内でのゾーニングは、学校にも存在し

ており（例えば職員室の入退室など）、生徒にも身近に感じてもらえると考えたが、企業に

おいては、さらに細かな管理がされており、より専門的な視点が必要であると考え、専門

的知識や実務経験の豊富な外部の協力を得ることにした。外部講師からの講義や助言によ

り、作品の内容も整い方向性も定まった。こうした効果的な外部連携ができたことは成果

であった。また、プレゼンに使用したオフィスのフロアデザインには、クラウド上で使え

る無料のアプリを利用した。このアプリは平面図を作成すると簡単に３Ｄに変換すること

ができ、３Ｄ仮想空間内で利用者の導線を体験的に確認することが容易であり、大変有効
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であったと考える。 

課題の発表については、各グループがプレゼンする形で行ったが、ポスターセッション

形式にして実際に作品に触れて評価したほうがより効果的だった可能性もある。また、外

部講師より、ルーブリック評価表の項目について指摘を受けた。ルーブリック評価の内容

についても、必要な項目が適切に設定されているのか、再度検討の必要があると思われる。

評価については、行動観察とルーブリックが中心となったが、それ以外に、事後アンケー

トを実施し、セキュリティと働きやすさのバランスについて、生徒が、どこまで考えを深

めることが出来たのかを確認した方が、より主題に対する検証が行えたのではないかと考

える。 
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［4］オフィスのセキュリティー対策はゾーニングが決め手 

コニカミノルタのオフィスデザイン・移転ソリューション 

コニカミノルタジャパン株式会社 

https://www.konicaminolta.jp/business/solution/space-design/blog/?p=1622 

［5］岐阜県警 サイバーセキュリティ講話依頼 

https://www.pref.gifu.lg.jp/uploaded/attachment/5242.pdf 
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３ 資料編 

（１）実践した各科目の単元指導計画及び学習指導案例 

 

①  大垣南高等学校 「社会と情報」単元指導計画 

 「プログラミング」 
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① －2 大垣南高等学校 「社会と情報」学習指導案 

 「プログラミング」 
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② 大垣商業高等学校 「情報セキュリティ」単元指導計画 

 「セキュリティエリアとセキュリティレベル」 
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②－2 大垣商業高等学校 「情報セキュリティ」単元指導計画 

 「セキュリティエリアとセキュリティレベル」 
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（２）高等学校情報科授業改善委員会参加者 

 

 授業力向上推進プロジェクト委員 

  岐阜県立大垣南高等学校  教  諭  髙 木 貴 光 

  岐阜県立大垣商業高等学校  教  諭  広 瀬 雅 治 

   

 

 教科指導担当 

  岐阜県教育委員会学校支援課  指導主事  小 川 陽 介 

  岐阜県教育委員会教育総務課  指導主事  役   正 好 

 


